通常の学級における、障害理解教育に関する授業実践―発達障害のある児童生徒理解を図る授業実践事例を通して― by 岡野 由美子
通常の学級における、障害理解教育に関する授業実践 
― 発達障害のある児童生徒理解を図る授業実践事例を通して ― 
Class practice about disability understanding education in normal 
classes. 

















































































































  以下に挙げる実践事例は、B小学校６年生を対象に、道徳科の授業の中で取り組んだ事例である。 










































① 教材名  「障害のある人の困難を知ろう」〜人それぞれの違いについて、考えよう〜 
（B―(11)相互理解、寛容） 
② ねらい   発達障害の概要について理解できるようにする。 
自分と周囲の人との違いに気づき、他を認める態度を養う。 
③ 展 開









































































































































Tabel 2  保護者の感想（一部） 
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